
要旨

子どもは，「社会科」を暗記していさえすればよい教科ととらえている。「社会科」は，

子どもにとって学ぶ意義の薄いものとなっている。この状況を打破するにはどのような授

業開発を行うべきであろうか。筆者は，社会形成力を育成する社会科授業であるとする。

そのため，昨夏以来話題となっている消費税の増税論議を題材に，授業構成原理の具体化

を図るものである。消費税率の引き上げに関して，賛成及び反対，そして条件付き賛成の

３つの主張が存在する。本単元ではこの論点のうち，前二者について子どもに主張を選択

させ，子どもなりの議論を作らせる。その上で子ども自身の議論に基づいて討論を行い，

対立する主張のいずれの根拠を重視すると反対の主張を認めることが可能か考えさせる。

最後に討論を踏まえて，改めて子どもにいずれの主張を選択するか，意思決定させて授業

を終了する。

【キーワード】 社会形成力 討論 トゥールミン図式 消費税

１ はじめに

子どもは，「社会科」を暗記していさえすればよい教科ととらえている。実際各種業者

テストを垣間見ると，そのような出題を散見する。このようなところから子どもに前述の

ような意識が育っているのもうなずけよう。つまり現在の「社会科」は，子どもにとって

学ぶ意義の薄いものとなっていると言える。また常日頃子どもから，「経済って何で勉強

するの？」「社会科を勉強して将来何に役立つの？」という疑問を常日頃投げかけられる

こともその証左であろう。このような状況を打破するにはどのような授業開発を行うべき

であろうか。

そこで筆者は，かつて本来目指すべき社会科授業を，子どもが民主主義の原理に則り，

主体的に話し合い，その追求によって自らの考えを変容させていくものとしてきた。これ

を社会形成力とする１）。その概略は，次の通りである。

現代社会は民主主義社会である。この社会は，これまで論争問題や社会問題とされる，

その時々の問題を解決することにより，社会を今日まで作り上げてきた。その際の解決方

法は議論である。議論を通して対立する見解を批判，吟味・検討し，一つの見解を議論の

参加者全員で作り上げる。あるいは議論に留保条件を付け，折り合いを付ける，というこ

とを行ってきたのである。

それでは，これまでの研究をふまえ2），民主主義社会の原理を身に付けさせるにはどの

ような社会科授業を開発すればよいのであろうか。それには，論争問題や社会問題とされ

ていることを教材として取り上げ，単元計画に議論を位置づけた社会科授業を開発すべき

である。

そこで筆者は，昨夏以来話題となっている消費税の増税論議を題材に授業構成原理の具

体化を図るものである。

以後，本研究は次の通り行う。まず消費税論議を教材に単元構成を行う。続いて，子ど

もが議論する段階を中心とした授業構成を行う。最後に本小単元の開発を通して残された
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